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「Check & Action振り返りシート」 

 

１．チームが所轄する授業科目名と担当教員名 

授業科目名 担当教員名 

データサイエンス概論 阿部真育、末本哲雄、大高洸輝 

データ科学と社会 I・II（コンピュ

ータ・リテラシー） 

吉永敦征、畔津忠博、大高洸輝、佐藤 和孝  

データサイエンス演習 阿部真育、畔津忠博、内野英治(非常勤)、末竹規哲(非常

勤) 、末本哲雄、大高洸輝 

 

2．学位授与方針における各授業科目の位置付け 

旧カリと新カリと DPの位置づけが異なりますので、記入する際に注意してください。 

 

学科 旧カリキュラム DP 

 

 

学科 新カリキュラム DP 

新 DP1-1【知識】地域社会の諸課題や人々の健康問題について理解し、説明することができる。 

新 DP1-2【技能（言語）】基礎的な言語運用能力を身に付けている。 

新 DP1-3【技能（DS）】基礎的な数理・データサイエンスの能力を身に付けている。 

新 DP2-1【思考力】社会の課題について解決するための批判的思考力を身に付けている。 

新 DP2-2【判断力】社会の様々な対立する価値や相反する課題を発見し、評価することができる。 

新 DP2-3【表現力】自己の主張について、根拠に基づいて、論理的に分かりやすく伝えることができ

る。 

新 DP3-1【主体性】自ら考え主体的に行動して、責任を持って行動しようとする意欲や態度を身に付

けている。 

新 DP3-2【多様性】不確実な社会に対しての柔軟な対応力を発揮することができる。 

新 DP3-3【協働性】異なる文化や考えを持つ人々とともに、多様な経験を積み重ねることができる。 

 

 

 

授業科目名 対応する学位授与方針 授業科目で育成する能力 

データサイエンス概

論 

新 DP1-1【知識】60％ 

新 DP2-1【思考力】20％ 

新 DP2-2【判断力】20％ 

本講義では、現代社会がデータを中心に据えて

活用するようになった事実を踏まえ、情報技術

が社会に引き起こした変化についての知識を獲

得することを目的とする。なかでも AIは、私

たちの社会に大きな変化をもたらす技術である

ため、AI技術の歴史を振り返りつつ、AIの活

用によって変化した社会の仕組み、規範性など

を学習し、society5.0に向けた AI技術活用の

将来を考察する。さらに、AIを活用するため

に必須となるデータが持つ性質や、データの取

り扱いの規範、データのセキュリティについて

理解する。本授業は講義形式で実施し、知識の

習得と、獲得した知識を元にして社会を評価す

る判断力を育成する。 

コンピュータ・リテ

ラシー 

新 DP1-3【技能（DS）】

60％ 

新 DP2-1【思考力】20％ 

新 DP2-2【判断力】20％ 

本演習では、大学での学習を円滑に進めるため

に、コンピュータを活用する技術を身に付ける

ことを目的とする。コンピュータは大学での学

習において必要とされており、その活用能力の

習得が重要である。コンピュータ内のファイル

の取り扱い方から、レポートの作成、文献情報
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の取り扱い、統計的なデータ処理、課題の成果

のプレゼンテーションなどを円滑に行なうこと

が求められる。そのため、コンピュータやソフ

トウェアの操作方法、具体的にはワープロソフ

ト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフ

ト、図形描画ソフトの使い方について、実技指

導を含めた演習を通じて学習し、コンピュータ

を用いる適切な場面を判断できる知識を身に付

ける。 

データサイエンス演

習 

新 DP1-3【技能（DS）】

60％ 

新 DP2-1【思考力】20％ 

新 DP2-2【判断力】20％ 

本演習では、データを取り扱うための基礎的な

知識・技能を習得することを目的とする。医

学・保健科学だけでなく人文・社会科学におい

てもデータが持つ性質を理解し、適切な方法で

データの分析を行う視点は重要であるため、デ

ータ分析を行なうための基礎的な数理・データ

サイエンスの技能を身に付けることを目指す。

実際にさまざまな領域でデータ分析が行なわれ

ていることを知るために、人文・社会科学や保

健科学、公衆衛生、環境科学などの具体的な統

計データを使用し、各領域に共通するデータの

処理方法、検定方法、分析方法を学習する。ま

た、領域横断的な課題に対して、効果的なデー

タ分析手法を判断し応用する力を身に付けるた

めに、多様かつ新たなデータの取り扱いについ

て実技指導を含めた演習を行う。 

 

3．2024年度の重点取組課題の実施及び達成状況 

重点取組課題 取組及び達成状況 

【データサイエンス演

習】課題の抽出と年度間

での理解度の変化の把握 

昨年度までの実績や授業評価を踏まえて、履修生が初めて学ぶ言

語、およびデータ分析について、理解が困難な点を明らかにする。 

【コンピュータ・リテラ

シー】 

演習の半分が山口大学からの配信となったため、これまでのデータ

の蓄積からは今年度の学生の傾向は判断することができない。 

 

4．各種データの基づく課題分析 

課題の抽出 課題の原因分析 

【データサイエンス演習】 

新科目の円滑な実施 

情報処理するにあたって、基礎的な知識、例えばアプリケー

ションのインストールや文字コードの知識などが要求される

場面で、それに対応できない学生が多かった。 

【データサイエンス概論】・【コ

ンピュータ・リテラシー】課題

提出率の向上方策の検討 

定期的な課題提出が行えない学生の数が増加している。これ

は単位の履修率からも見て取ることができる。提出課題のよ

り具体的な説明以前の問題について原因を探る段階に来てい

る。 

【コンピュータ・リテラシー】 

文書整形・表計算・プレゼンテ

ーションのリテラシーの平準化 

コンピュータ・リテラシーは山口大学からの配信を受ける回

数が演習の半分以上となっている。そのため高等学校までの

情報リテラシーの習熟度の違いが温存されることになる。今

後、各種授業でその違いが目立つようになると推測される。 

 

5．重点取組課題と教育改善策 

【コンピュータ・リテラシー】 

データ処理のリテラシーが前景化する一方で、その背後に従来のリテラシーが置かれるようにな

っている。そのため、他の講義・演習・ゼミなどで基本的な情報リテラシーの学びを分散させる
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方法について、どのような場合分けが可能なのかの視点を考察する。 

 

 


